
発行・編集：村上地域まちづくり協議会事務局（村上市役所自治振興課） Tel 53-2111（内線332）

平成２９年度の通常総会が、４月８日（土）村上市教育情報センター視聴覚ホールにて開催されまし

た。代議員５７名（委任状提出者含む）、各町内区長、協議会関係者、そして来賓として村上地域在住

の市議会議員など約１００人の方にご参加いただきました。

総会では、（１）平成２８年度の事業報告及び収支決算、（２）役員の承認、（３）第２次まちづくり

計画の策定、（４）地域づくり補助金交付要綱の一部改正、（５）平成２９年度の事業計画と予算（案）

の５つの議案について審議していただき、すべてを承認していただきました。

また、総会後に開催された「報告・交流会」にも５５人の皆さんが参加され、報告会では、平成２８

年度の活動記録をまとめたDVDの上映もあり、終始和やかな雰囲気の中、交流を深めていました。

６年目となった協議会の活動は、新しいまちづくり計画と役員体制で、新しいスタートを切ることに

なりました。今後も、村上地域まちづくり協議会の発展のために、より一層のご理解とご協力、そして

事業への参加をお願い申し上げます。
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【各部会事業報告】

部会 事業名 事業内容

環
境
整
備

地域の花ロード

の検討・ 整備

・植栽等整備事業（市役所前花壇整備、駅前プランター木枠設置、村上南小学校東側法面の

植栽活動）

・生垣・庭木のお手入れ講座（①剪定基礎、②冬囲い[基礎・実践①～③]）

・花一輪挿し運動 （秋の運動、春の運動、竹製花器作製作業、・花器・花配布ほか）

景観・町内美化

活動の表彰制度

の検討

・景観・美化活動の表彰制度について検討

景観計画との連

携事業の検討

・道路環境保全活動等助成金を活用し、地域住民と市建設課が協働で行う、市道飯野門線

の緑地帯への植栽活動を支援

自然と親しめる空

間の整備箇所の

検討

・さんきょ山 里山ハイキングでのアンケート調査実施

自然を活かした

体験イベントの開

催

・さんきょ山 里山ハイキング（５月２８日）

環境に意識した

市民プロジェクト

の展開

・堆肥化木枠の設置（２基）

・堆肥化木枠の腐葉土無料配布（１０月７日） ８０袋

・小学校総合学習への支援（１０月１３日）

伝
統
文
化

地域の伝統文化

の学習会の開催

・伝統文化の学習会「村上まつりのしゃぎり行事」調査報告会・講演会（３月４日）

※村上市教育委員会、村上まつり保存会と共催

村上の伝統文化

を発信するイベン

トの開催

・甲冑作製体験（９月１１日）

・城下町探検ウォーク（１０月３０日）

小学生向けの郷

土学習冊子の発

行

・城下町村上探検ガイドの発行

地域住民が村上

大祭に参加でき

る仕組みの検討

・お祭り体験講座 （３月１２日）

午前：お囃子体験講座

午後：トキ屋台乗り子・曳き廻し体験

生
活
安
心

町内自主防災活

動の研修会（情

報交換会）

・防災意識啓発事業

災害時に役立つ ダンボールベッド体験

10/22 村上南小学校文化祭、

11/3 村上小学校文化祭

子ども育成団体

との連携事業の

検討

・あいさつ運動の促進

キャラクターグッズの小学校新一年生へ配布

地域交流行事の

開催（各活動の

支援）

・村上小学校外周木製フェンスのペンキ塗り

（８月２８日）

・小学校おやじの会 雪灯籠まつりの支援

（１月２２日）

地
域
活
性

村上オリジナル

の商品開発・販

売の支援

・“思い出とおもてなしをお持ち帰りいただける”

手提げ袋（愛称：村紙バッグ）の製作・配布

地域商店街を会

場とした にぎわ

いイベントの開催

・越後村上 涼風のお地蔵様めぐり

（スタンプラリー７月１２日～２３日、

にぎわいイベント７月２３日）

まちの情報発信・

ＰＲ

・イベント等の広報紙の発行

・鮭飾りを活用した PR

・村上地域まちづくり協議会フェイスブックの運営

さんきょ山里山ハイキング

お祭り体験講座

小学校おやじの会 雪灯籠まつり

“思い出とおもてなしを
お持ち帰りいただける”
手提げ袋
（愛称：村紙バッグ）



【元気づくりプロジェクト事業実施報告】各種団体等と連携した地域全体の活性化推進事業

【地域づくり支援事業報告】

No 事業名 事業内容と成果・課題

１ 城下町村上 春の庭百景めぐりの支援
5月に萌える春の息吹、村上の新たな魅力として地元のみな

らず観光客も多く訪れ、地域の活性化に寄与できた。

２
村上の空に熱気球がやってくるプロジ

ェクト「熱気球係留搭乗体験」の支援

村上の空に熱気球をあげることで、地域のみなさんに大きな

インパクトと笑顔と元気が届いた。

対象事業 事業内容 件数 補助金交付額

１ 青年会組織立上げ事業 町内又は複数町内で行う青年会組織の設置 １ 20,000円

２ 子育て支援事業 町内又は複数町内で行う子どもの居場所づくり事業 １ 10,000円

３ 町内連携による交流事業
①複数町内で実施する交流事業 ２ 100,000円

②伝統行事の参加受け入れ事業 ５ 25,000円

４ 美しい町並み事業
①景観形成地区の生垣剪定支援事業 １ ２0,000円

②花と緑の整備事業 17 323,000円

５ 元気づくり事業 町内の課題解決や活動の充実又は活性化につながる事業 11 1,909,000円

※ ここでは、事業項目の掲載は省略しています。

【収入の部】 （単位：円）

【支出の部】 （単位：円）

区 分 予算額 決算額 差引 説 明

交付金 10,870,000 10,870,000 0 地域まちづくり交付金

助成金 50,000 49,769 -231

繰越金 1,430,787 1,430,787 0

繰入金 500,000 537,749 37,749 積立金からの繰り入れ

雑収入 29,213 219,960 190,747 預金利子、頒布資料、機器使用料

合 計 12,880,000 13,108,265 228,265

区 分 予算額 決算額 差引 説 明

１ 組織管理費 1,910,000 1,818,545 -91,455 協議会組織管理運営経費

２ 環境整備費 900,000 1,004,407 104,407 環境整備部会事業

３ 伝統文化費 900,000 520,154 -379,846 伝統文化部会事業

４ 生活安心費 900,000 747,844 -152,156 生活安心部会事業

５ 地域活性化費 900,000 883,951 -16,049 地域活性部会事業

６ 元気づくりプロジェクト事業費 600,000 500,000 -100,000 各種団体等連携事業

７ 地域づくり支援事業費 3,370,000 2,407,000 -963,000 ３８件分

８ 施設整備事業費 2,700,000 3,045,576 345,576 拠点施設運営費、事業備品購入費

９ 積立金 ※４㌻参照 500,000 500,000 0 車両購入積立金

10 予備費 200,000 0 -200,000

合 計 12,880,000 11,427,477 -1,452,523

収入合計 13,108,265

支出合計 11,427,477

差し引き 1,680,788 残金は次年度へ繰り越します。
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名 称 地域づくり支援事業積立金 車両購入積立金

積立の目的

地域づくり支援事業のうち、５年間で中で活用でき

る「元気づくり事業（補助限度額 30 万円）」の予算

執行残額分を積立するもの ※積立額は毎年変動

まちづくり協議会の活動に使用する車両の購入

を目的として積立するもの

積 立 額 ０円 ５００，０００円

繰 出 額 ５３７，７４９円 ０円

積立現在高 ０円 ５００，０００円

積立終了予定 平成２９年３月３１日【解約】 平成３０年３月３１日

【第２次村上地域まちづくり計画】 地域が目指す将来像

「地域の現況と課題」、「まちづくりの課題」、「協議会の活動の成果と課題」を反映させ、これまで以上に、地域

の目指すべき目標や解決すべき課題に地域のみなさんと共有しながら市民協働のまちづくりに取り組むこととし、

まちづくりの理念と将来像を次のように設定し、将来像の実現を目指します。

目的（まちづくりの理念） 城下町村上の個性と支え合いが暮らしの中にあり、次世代も安心して住み続けら

れる環境のあるまちをつくる。

※将来像の原型として掲げる「まちづくりの理念」は、第１次まちづくり計画で掲げたも

のを踏襲します。

目指すべき将来像 ①城下町の町並み、景観を活かし、緑と花の潤いのあるまちになっている。

②自然環境を守り、体感できるまちになっている。

③伝統文化を守り、伝え、活かすまちになっている。

④町内連携の活動や、地域が一体となった祭行事のあるまちになっている。

⑤日常にあいさつがあり、積極的な地域参画と地域で子どもを育むまちになって

いる。

⑥共助、共援の活動が広がり、高齢者、障がい者にやさしいまちになっている。

⑦空き家の活用や地域商店街等が拠点となり、若者の能力を活かせる雇用がふえ

ることで、にぎわいやふれあい、交流のあるまちになっている。

⑧村上の個性を大きくＰＲすることで観光客が増えているまちになっている。

将来像を実現するための方針 ①美しい町並み景観と豊かな自然環境を守る取り組みを進めます。

②城下町村上の伝統文化を継承する取り組みを進めます。

③地域で人を育み、日常的なコミュニティを活性化させる取り組みを進めます。

④高齢者、障がい者を地域で見守り、支えあう取り組みを進めます。

⑤地域の魅力を活かし、若者が活躍できる取り組みを進めます。

⑥住民が主体となったまちづくりで、観光振興を推進する取り組みを進めます。

事業構成 ①地域全体の活性化事業（地域の活性化・元気づくりの事業）

【部会単位】ア）環境整備 イ）伝統文化 ウ）生活安心 エ）地域活性

②町内の活動支援（町内活動の活性化・元気づくりの事業）

【補助制度】配分ではなく、理念・将来像を実現するための活動支援を行う。
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付記

１ 食糧費（飲食代）及び他の助成対象経費は、すべての対象事業において補助対象外経費とする。

２ 補助事業は、補助金完結ではなく、地域住民が活動主体の全部又は一部を担うものとする。

３ 複数町内で連携する場合は、町内ごとに補助するのではなく、事業に対して補助する。

４ 同一年度における１町内の補助金限度額は、設定しない。

５ 補助対象事業費及び補助金額の千円未満の端数については、これを切り捨てる。

６ 事業の運営等の一切は、主催者が行うものとする。

７ 村上大祭及び七夕祭りに係る経費については、地域が一体になった祭行事を目指すものとし、屋台の修繕費や経

常的な運営費を除く。

８ 補助期間は平成 29年度から平成 33 年度までの 5年間とする。

対象事業 事業内容 対象経費と要件
補助金の

限度額

１ 新しい組織立上げ

事業

町内又は複数町内で行う

町内事業活性化や世代

間交流に向けた新たな組

織の設置

設置活動費。組織の人数要件は 5人以

上とする。１町内１組織に限る。

初年度 ３万円

２年目以降１万円

２ 子育て支援事業

町内又は複数町内で行う

子どもの居場所づくり事

業

活動費。子どもの年齢は小学 6 年生以

下とし、活動回数は、年間 6 回以上とす

る。

1 町内 1事業に限る。

２万円

３ 伝統行事支援事業
伝統行事の参加受入れ

事業

活動整備費。参加受入れは中学生以

下１人以上を含むものとする。１町内 2

行事に限る。

１行事１万円

４ 美しい町並み事業 環境美化整備事業 植栽や清掃などに係る活動整備費。 ３万円

５ 元気づくり事業

町内の課題解決や活動

の充実又は活性化につな

がる事業

活動整備費。集会施設整備に係る経費

は除く。平成 33 年度まで 1 町内 3 事業

に限る。

３０万円

᜽Ռ᧼Ἷᄋ៧דρಓ᫐ὀẩộಆổờ఍ế᧼Ề὏ἸἹἻὛ὏ἪἿἸẩ
Ἓ఑ὒἼἥᆸ៦ἠἱἦἕẪ

（敬称略）

役 職 氏 名 町 名

会 長 富樫 三男
と が し みつお

大欠

副会長 伊部 厚子
い べ あつこ

山居町二丁目

※任期は、平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで

とする。
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【各部会事業】

【まちづくり通信】※広報誌

【元気づくりプロジェクト事業】

・地域の他団体との連携を視野に入れた、地域全体の元気づくりと活性化の推進（協議会全体事業）

・協議会が主体となり、地域の団体との情報交換、交流や結びつきを深める事業

・協議会でしかできない夢を実現する事業（単年度でなく複数年で継続して実施できるもの）

部会 事業名 事業内容

環
境
整
備

地域の花ロードの検討・整備

・植栽等整備事業（市役所前花壇整備、村上南小学校東側法面植

栽活動、駅前プランター整備、園芸教室の開催ほか）

・生垣・庭木のお手入れ講座（春の剪定講座、冬囲い作成講座）

・花一輪挿し運動（秋の運動、春の運動）

道路の植栽帯の美化、維持管理の推進 ・市道等沿線植栽帯の植栽・除草活動

景観・町内美化活動の表彰 ・景観・町内美化活動の表彰を実施

景観計画、歴史的風致維持向上計画と

の連携事業の検討と協力
・景観法、景観計画、歴史的風致維持向上計画についての勉強会

自然と親しめる空間の整備箇所の検討 ・地域の自然の調査

自然を活かした体験イベントの開催 ・さんきょ山 里山ハイキング

環境に意識した市民プロジェクトの展開 ・落ち葉等の堆肥化BOXの設置、補修

伝
統
文
化

村上の伝統文化を発信するイベントの

開催

・城下町探検ウォーク

・城下町村上探検ガイドの発行

地域の伝統文化の調査・研究 ・地域の伝統文化の調査

地域住民が村上大祭に参加できる仕組

みの検討

・お祭り体験講座の実施

（お囃子演奏体験、 屋台乗り子・曳き廻し体験）

生
活
安
心

町内自主防災活動の研修会（情報交換

会）
・防災意識啓発の検討

子ども育成団体との連携事業の検討

（あいさつ、体験活動）

・学校や各種育成団体との連携強化

・あいさつ運動キャラクターを活かした事業

地域交流行事の開催 ・小学校 PTAや育成団体との共催事業

地
域
活
性
化

村上オリジナルサービス・販売の支援
・オリジナルサービスの具体的手法の検討

・関係者との調整

地域商店街を会場としたにぎわいイベン

ト開催
・お地蔵様関連イベントの実施

まちの情報発信・ＰＲ

・イベント等の広報誌の発行

・拠点施設等を活用した情報発信・ＰＲ

・村上地域まちづくり協議会フェイスブックの運営

・鮭のまち 村上（鮭文化）の情報発信・ＰＲ

事業名 事業内容 実施時期

まちづくり通信 事業の告知情報を発信 通年

まちづくり通信 特別号 実施した事業をＰＲ カラー印刷 8ページ程度 年 2回程度

６
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【地域づくり支援事業】

【施設整備等事業】

№ 事業・活動名 内容等

1 新しい組織立上げ事業
町内又は複数町内で行う町内事業活性化や世代間交流に向けた新たな

組織の設置（５町内）

2 子育て支援事業 町内又は複数町内で行う子どもの居場所づくり事業（２町内）

3 伝統行事支援事業 伝統行事の受け入れ事業（５町内）

4 美しい町並み事業 環境整備事業（１６町内）

5 元気づくり事業 町内の課題解決や活動の充実、地域の活性化につながる事業（５町内）

№ 事業・活動名 内容等

１ 拠点施設の管理運営 協議会の拠点施設 コミュニティ空間「土間ん中」を運営し、団体、商店、
ど ま なか

自治会や住民が協力して、まちづくり活動の活性化を推進する。

２ 事業備品等整備事業 事業備品購入費ほか

（ここでは事業項目の掲載を省略しています。）

【収入の部】 （単位：円）

【支出の部】 （単位：円）

※会長は、予算の範囲内で区分・事業間の流用ができるものとする。

区 分 本年度 前年度 比較増減 説 明

交付金 10,895,000 10,870,000 25,000 地域まちづくり交付金

補助金 0 0 0

助成金 50,000 50,000 0
道路環境保全活動等促進助成金

（環境整備費で支出）

繰越金 1,680,788 1,430,787 250,001

繰入金 500,000 500,000 0 車両購入積立金

雑収入 34,212 29,213 4,999 事業参加費、預金利子ほか

合 計 13,160,000 12,880,000 280,000

区 分 本年度 前年度 比較増減 説 明

１ 組織管理費 1,890,000 1,910,000 -20,000 協議会組織管理運営経費

２ 環境整備費 900,000 900,000 0 環境整備部会事業

３ 伝統文化費 800,000 900,000 -100,000 伝統文化部会事業

４ 生活安心費 800,000 900,000 -100,000 生活安心部会事業

５ 地域活性化費 800,000 900,000 -100,000 地域活性部会事業

６ 元気づくりプロジェクト事業費 1,500,000 600,000 900,000 各種団体等連携事業

７ 地域づくり支援事業費 2,220,000 3,370,000 -1,150,000 ３２件分

８ 施設整備等事業費 4,200,000 2,700,000 1,500,000 拠点施設運営費

事業備品購入費

９ 積立金 0 500,000 -500,000

10 予備費 50,000 200,000 -150,0000

合 計 13,160,000 12,880,000 280,000



８

端午の節句には

鯉のぼり風にして

飾りましょう

尾から吊るしている「鮭かざり」を

口からに付け替えてください。

鮭のまち村上のPRにご協力ください。

村上地域まちづくり協議会には、「環境整備」、「伝統文化」、「生活安心」、「地域

活性」の4つの専門部会があり（活動内容は本号P.2 及び P.６をご覧下さい。）、

それぞれの部会員が部会長を中心に地域の将来像の実現や課題解決、地域の活性

化のために意見を交わし、事業やイベントを行っています。

わたしたちが生活する地域をより元気に、より良くしていくために、協力して

いただける専門部会のメンバー（専門部会員）を募集しています。

協力いただける方、興味がある方は奮って事務局までご連絡下さい。

専門部会員の条件

・村上地域に居住、事業を実施している個人・法人、

村上地域で活躍している各種団体の構成員などの方

・年齢については、概ね20歳以上の方

（特に若者の参加を求む！）

専門部会員の活動など

・専門部会（年４回程度）への出席

・所属する専門部会の事業の運営、他の専門部会

の事業の運営協力

・報償費として年額を支払います。


